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盛
岡
市
は
、
令
和
４
年
９
月
に

盛
岡
城
跡
歴
史
的
建
造
物
復
元

の
根
拠
と
な
る
史
資
料
へ
の
懸

賞
金
制
度
を
創
設
し
、
そ
の
情

報
や
資
料
の
提
供
を
広
く
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

制
度
を
開
始
し
て
、
こ
の
９
月

で
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
各

メ
デ
ィ
ア
で
も
度
々
扱
わ
れ
る

こ
の
懸
賞
金
制
度
に
つ
い
て
、

今
回
は
深
く
掘
り
下
げ
ま
す
！

盛岡城復元調査推進室の取組の詳細は、市ホームページに
掲載しています。
盛岡城に由来があると伝わる資料や建物等に関する
情報などありましたら、盛岡城復元調査推進室
(019-613-7956)まで、情報提供をお願いします。

こ
れ
ま
で
の
多
数
の
情
報
提
供
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
懸
賞
金
制
度
は
現
在
も
継
続

中
で
す
の
で
、
少
し
で
も
気
に
な
る

資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

全国の城の多くが、江戸時代の頻繁な改易（領地没収）
や国替えなどにより、その城主を幾度も変えている中、
盛岡城は、200年以上変わることなく、盛岡藩の藩庁と
藩主の南部氏の居城として機能した城です。

Vol.１でもお伝えしましたが、その築城過程には、豊臣
政権による大きな影響がありました。秀吉により領地を
安堵された後、盛岡藩初代藩主南部信直は、北上川と中
津川の合流地点であった不来方の地に、盛岡城の築城を
開始します。そしてその総指揮は、2代藩主利直が執り
ました。利直は、幼いころから城を見て回るのが好きで、
築城に関する知識も豊富であったとされます。

この築城工事は、「割普請(わりぶしん)」により進めら
れました。割普請とは、工事に従事する人員をいくつか
のグループに分け、作業を分担して工事を進める方式の
ことです。豊臣政権下で発達した築城手法で、大坂城や
江戸城など近世の築城でも多用されています。その城づ
くりの知識や技術が、盛岡城の築城にも用いられました。
工事には日々2,000人以上が動員されたともいわれます。

築城が進む中、豊臣から徳川への政権の移り変わりなど
があり、国内情勢は大きく変化しました。この影響に加
え、信直の死去や度重なる洪水等の自然災害にも見舞わ
れ、築城工事は繰り返し中断を余儀なくされます。盛岡
城が一応の完成をみたのは、3代藩主重直の治世になっ
てからでした。盛岡城は、その完成まで、実に40年以上
という⾧い歳月を要したのです。

かくして、様々な紆余曲折を乗り越え完成した盛岡城は、
少しずつ形を変えながら、盛岡藩主16代にわたる歴史を
明治期に至るまで積み重ねていくこととなります。

探している資料

なぜ懸賞金制度を創設したの？

か
つ
て
、
盛
岡
城
跡
に
存
在
し
た
櫓
や

門
、
蔵
な
ど
の
多
く
の
建
物
は
、
明
治

７(

１
８
７
４)

年
の
払
下
げ
入
札
等
に

よ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
場
所
が
江
戸
時

代
か
ら
担
っ
て
き
た
盛
岡
藩
の
藩
庁
や

藩
主
の
居
城
と
し
て
の
歴
史
的
な
機
能

や
価
値
な
ど
は
、
今
は
な
か
な
か
理
解

さ
れ
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
建
物
を
復
元
す
る
こ
と
に
よ
り

存
在
感
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
多
様
な

価
値
を
理
解
し
、
現
在
か
ら
未
来
へ
確
実
に
維

持
・
継
承
を
し
て
い
く
た
め
の
有
効
な
手
段
と

い
え
ま
す
。

こ
の
復
元
の
根
拠
と
な
る
資
料
は
、
ま
だ
十
分

と
は
言
え
ず
、
市
民
を
は
じ
め
と
し
た
一
般
の

方
が
、
復
元
に
有
力
と
な
る
資
料
な
ど
を
所
有

す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
貴
重
な

史
資
料
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
、
懸
賞
金
制
度

を
創
設
し
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

リ
ア
ル
に
往
時
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、

「
盛
岡
城
」
と
し
て
の

盛
岡
城
復
元
調
査
推
進
室
で
探
し
て
い
る
の
は
、

情報提供の状況

98件

【令和５年８月末現在】

111点

情報提供された史資料
情報提供件数

※懸賞金対象は０件ですが、盛岡など
の歴史を知る上で貴重な史資料が、
20点以上確認できています。

中
で
も
、
歴
史
的
建
造
物
復
元
の
根
拠
と
な
る

史
資
料
を
ご
寄
贈
の
方
に
は
、
最
高
一
〇
〇
〇

万
円
の
懸
賞
金
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

該
当
資
料
に
関
す
る
調
査
依
頼

職
員
や
専
門
家
に
よ
る
調
査
及
び
鑑
定

結
果
を
お
知
ら
せ

な
ど
の
関
連
資
料
で
す
。

< ①の例：個人蔵 >

①
建
物
部
材
の
寸
法
が
書
か
れ
た
指
図(

建
絵
図)

②
現
存
し
て
い
た
建
物
を
写
し
た
写
真

③
部
屋
の
間
取
り
が
書
か
れ
た
当
時
の
平
面
図

④
建
物
が
描
か
れ
た
絵
画

⑤
建
物
の
使
い
方
や
大
き
さ
を
記
録
し
た
文
書

※市販の書籍等に掲載の資料は含みません。


